










要約:厚生省心身障害研究「小児期の主な健康障害要因に関する研究」中、遺伝性疾患の発

症・予防に関する調査,研究は｢最近進展が著しい DNA 解析の臨床応用についての検討と、

遺伝相談調査を中心にして班構成を組む」ようにとの指示を得て、松田を班長として昭和

60 年に編成された。松田は研究班の発足にあたり基本方針(資料 1)を定め、この方針に従

って研究を推進するように各班員に求め、最終的には「研究内容の医療行政への還元」を

目標とした。 


